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下請・適正取引ガイドライン及び書面化ガイドライン

トラック運送業における下請・荷主適正取引推進ガイドライン

適正取引を推進するため、荷主と運送事業者の取引（独禁法に基づく物流特殊指定）及び元請と下請の取引（下請
法）について、不適正な行為類型の例及び望ましい取引慣行と実例を示した「トラック運送業における下請・荷主適正
取引推進ガイドライン」（平成20年3月策定、平成27年2月改訂）を作成し、普及促進を行ってきました。

平成29年8月4日告示公布の標準貨物自動車運送約款等の改正とともにトラック運送業において適正取引の推進が図れ
るよう策定した「トラック運送業における下請・荷主適正取引推進ガイドライン」の改訂を平成２９年８月４日に行われました。

◎主な改訂内容
・「下請代金支払遅延等防止法に関する運用基準」（平成15 年公正取引委員会事務総長通達第18 号）に新たに盛り込ま
れた例示を追加
・標準貨物自動車運送約款及び標準貨物軽自動車運送約款の改正内容を反映
・荷主勧告制度を掲載
・イラストやコラムの追加 等

URL http://www.mlit.go.jp/common/001197192.pdf

資料４

http://www.mlit.go.jp/common/001197192.pdf
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下請・適正取引ガイドライン及び書面化ガイドライン

トラック運送業における書面化推進ガイドライン

トラック事業者による輸送の安全確保対策に加えて、荷主、元請事業者、貨物利用運送事業者の協力の下、対策を講じて
いくこととするべく、平成26年1月22日付けで貨物自動車運送事業輸送安全規則を改正し、第九条の四（適正な取引の確
保）を新たに追加され、標準貨物自動車運送約款に荷主、元請事業者、貨物利用運送事業者からの運送状の発出を原則
化 、附帯業務の内容を明確化の改正が行われ、運送契約に際して、運送業務、附帯業務、運賃、料金等についての重要
事項について、荷主、元請事業者、貨物利用運送事業者とトラック運送事業者の間で書面により共有することをルール化
（「書面化」）するため、「トラック運送業における書面化推進ガイドライン」（平成26年1月22日策定）を作成し、書面化の趣旨、
書面の記載要領等を明らかにしました。

平成29年8月4日告示公布の標準貨物自動車運送約款等の改正とともに、「トラック運送業における書面化ガイドライン」の
改訂が平成２９年８月４日に行われました。

主な改訂内容
・必要記載事項の追加
・運送とその他作業を明確に区別
・運送引受書様式の改正

URL http://www.mlit.go.jp/common/001195720.pdf

http://www.mlit.go.jp/common/001195720.pdf


下請・適正取引ガイドライン及び書面化ガイドライン

トラック運送業における書面化推進ガイドライン

２．記載事項について
(１)必要記載事項
①貨物の品名、重量、個数等
② 運送日時（積込み開始日時・場所、取卸し終了日 時・
場所）
③ 運送の扱種別
④運賃、燃料サーチャージ、料金（積込料及び取卸料、
待機時間料、附帯業務料等）、有料道路利用料、立替金
その他の費用
⑤荷送人及び荷受人の連絡先等
⑥運送状の作成年月日等
⑦高価品については、貨物の種類及び価額
⑧積込み又は取卸し作業の委託の有無
⑨附帯業務の委託
⑩運送保険加入の委託の有無
⑪支払方法、支払期日
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